

























ステムのレベルアップにともなって， 4 0台になり，現在は 60余台である.講義
















































































ソフトウェアでは不十分であると感じている.少なくとも Turbo Pasc 
a 1 (ポーランド社)とかQuick Bas c (マイクロソフト社)のような
統合環境をもったものでないと， 1 0年ほど昔のプログラム作成環境に戻ってしま
うのではないであろうか.




































































習における教師と学生の聞の !Q and AJや、電子メール等の試みも取入れ
ていく必要があろう.
受講生がもっと増加すれば講義内容も多様化せざるをえないという感触もある.
現在のプログラミング中心で，ある程度のレベルを要求すると落後者が増えるのは
事実である.従って，アプリケーションプログラムの利用を中心としたものや，プ
ログラミングを中心にしたもの，あるいはワープロの利用とか，資料の検索を中心
としたものも必要となるかもしれない.このためには良いソフトウェアの選択，適
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切なデータの用意といった教師側の努力が一層要求されよう.
次のような言い方も出来る.ソフトウェアの問題を除けば，センターの教育に関
する環境整備はかなり進んだ、ことは先に述べた.また，教師側のノウハウも蓄積さ
れたことにより，料金も含めて 7年前の報告で指摘した技術的な問題はほとんど解
消されつつある.しかし，まだまだセンターの資源を十分には使い切っていない.
教育面で改善を図らなければならないことは多いが，ある程度根本的な問題までに
絞られてきたようである.すなわち，学生が学生生活の中でもっと自然な形でコン
ビュータに触れるようにするにはどうすればよいのかということである.目標とし
て掲げた，資料の検索，データ処理，文書作成といった知識生産の基礎の修得を研
究と教育の場で，どう実現するかは大学全体の問題でもあろう.
情報処理機器はますますパーソナルなものになり，個室(研究室)に入っていく.
しかし，知識生産をあげる上で人的な交流はその重要性を失っていない.逆にます
ます貴重なものになるとも言われている.教育の場でも同様であろう.昔，電子計
算機室に通っていた頃，先輩やら分野め異なる友人から知的な雰囲気と刺激を受け
たことを思い出す.人的な交流の場としてセンターが活性化されることを期待して
結びとしたい.
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